






要約:国立循環器病センターで、過去 6年間に分娩した児の総数は 848 例で、その内先天異

常児数は 109 例、12.9%であった。109 例の内、超音波診断装置を用いて胎内診断されたも

のは、94例、86.2%、分娩後に診断されたものは 15例、13.8%であった。上記94 例につい

て、胎内診断の正診率をもとめ、超音波診断装置における胎内診断の問題点について各疾

患ごとに検討を加えた。 


